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神戸海岸通ハーバーフラッツウエスト管理組合 

2022年度(令和 4年度)第４回植栽委員会議事録 

開催日時 202３年１月２９日（9：２０～1１：１０） 場所 集会室等 

出席者 

1３名 

理事会：  岸田、武田（以上理事）、曽根、田原（以上アドバイザー） 

メンバー： 河合、清水（弥）、大門、高島、鶴村、敏森、中山、牧野、湯浅（五十音順） 

ゲスト 関西造園土木（株） 長島 

管理会社  議事録作成 田原 

敬称略    

１．兵庫県民まちなみ緑化事業に係る補助金を活用した植栽改修実施に係る進捗状況について（報告） 

 今年１月６日から３１日までの予定で植栽改修工事を実施中。 

 １月１８日に兵庫県から県民まちなみ緑化事業補助金交付が正式に決定した旨書面で知らせを

いただいた。 

 １月２５日に補助金交付の条件の１つである「花と緑の専門家講習会」が開催された。 

 工事が終了次第、県による施工後検査が実施されるため、居住者側からも立会いが求められ

る予定。 

 

 関西造園土木株式会社の長島氏から、今回の工事について説明があり、出席者から以下の通

り質問があった。 

➢ 現在植えられているのが苗木であるが、これが成長するにはどのくらいの期間が必要

か？⇒３年程度は必要。 

➢ １０番館と１１番館のあいだに植えられたアガバンサスがかなり間を開けて植えられている

のはなぜか？⇒まちなみ緑化事業の規定で、補助金対象箇所は１平方メートルあたり４株

と決められている。空いた部分にリュウノヒゲなどの植物を植え足すことは構わない。 

➢ 潅水はどのように行うべきか？⇒潅水の方法が書かれた冊子があるので、お渡ししたい。

また潅水ホースは圧力が一定ではなく、水栓から離れた場所だと圧力が低下し、水が届か

ない可能性がある。また本日植樹したカリフォルニアライラックが寒さに弱く、水は少なめ
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にするとよい。 

➢ 潅水ホースの系統図はあるか？⇒今回改修した部分はわかるが、以前から存在する分に

ついてはわからない。 

 

２．花と緑の専門家講習会の内容について（共有） 

 １月２５日（水）１０時から、花と緑の専門家講習会を開

催した。 

➢ 講師は尼崎市在住の樹木医である、安田邦男氏 

➢ 出席者は９名 

 講習会内容の概略は以下の通り 

➢ 害虫駆除の方法としては、基本植物の免疫性を

高める作業を行う。 

 季節外れの剪定、新葉が出てからの剪定は

避ける。落葉樹は冬、常緑樹は春に実施。 

 窒素過多、すなわち化学肥料の与えすぎは避ける。 

 水は少ない量を毎日与えるのではなく、週に 1度又は２度たっぷり潅水する。 

 どうしても薬剤散布をしなければならない時には、持続効果が長い殺虫剤（スティン

ガー）を散布する。 

➢ コンポスト堆肥の成功のカギは水分管理、しっとりな感じで。 

➢ 根が露出した樹木は土が無くてかわいそうに見えるが、沢山の土を被せるの

は根に酸素が届きにくくなり酸欠状態になる。 

➢ 水はけ、水もちの悪い土には、土壌改良剤 EB-aで瞬時に解決する。 

➢ 有機質堆肥は油粕、牛糞、鶏糞、腐葉土などの多種類を混合し、植え付けてか

ら筋をほりその中に撒いて、地中に混ぜ込まない。 

➢ アジサイの剪定、ラベンダーの剪定については、ある程度大きくなれば古い茎を切り取り、

若い茎を残し、株元に陽の光が届くよう空く。花は萎れる前に剪定し、切り花やドライフラ

ワーとして楽しむと、翌年の花のためにもなる。 

➢ 講習会の内容が一通り終了したあとの質問や雑談で以下の内容を話された。 

 中庭があり、それをきちんと整備したマンションは資産価値が下がりにくい。 

 シマトネリコは鳥が種を運ぶため、あちこちで未生木となり生えてくるが、発芽後２年

以内に処理しないと、根から完全に抜き去るのは困難。 

 元気のないヒペリカムは、カビが影響しているので、茶色くなればほとんど再生は不

可能。 

 まちなみ緑化事業の補助金交付の条件となっている講習は１回であるが、花と緑の専門家講

習会は希望すれば何回でも講師が来ていただけるので、植栽改修後もイベント的に何回か講

習会を行っていきたい。 
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３．植栽改修工事にかかる完成披露会の内容（参加者巻き込み型マンション植栽イベント） 

 前回で「防災・コミュニティ助成」対象イベントにすべく、自治会で助成金の使用目的変更を申

請する予定とあったが、今年度は対象イベントが２月末までとされているため、適用は困難。 

 以前当マンションのイベントで綿菓子の販売やフリーマーケットを行ったことがあった。しかし

フリーマーケットについては、家にある中古品は多く集まったが、イベントに来る居住者が少な

く、売れ残りが多数発生した。 

 子供向けにはポップコーン販売やヨーヨー釣りや駄菓子釣り。ただし道具のレンタルや材料の

買い出しが大変。 

 隣のハーバーフラッツイーストでは、キッチンカーを誘致したことがある。 

 前回のミーティングでは参加者から「樹名板作り（樹木のネームプレート）」の案があった。 

 ハーバーガーデンに植えているミモザが今年はたくさん花芽

をつけていることから、小さなブーケをプレゼントするのは

どうか。 

 イベントは、子供からお年寄りまでの万人向けにするのでは

なく、「植物や園芸に興味があり、今後除草大作戦に参加して

くれそうな人」にターゲットを絞るべきではないかという意

見があり、これについて賛同意見が多かったことから、マン

ション内の植栽改修箇所を中心としたグリーンツアーと除草

作業を行い、参加者にはミモザのブーケをプレゼントするこ

とを軸に企画する。 

 今回のお披露目会について、今後は園芸クラブメンバーが中心となり、詳細を詰め実行する。

ミモザの開花時期を勘案し３月上旬の予定。 

 ５月頃に行われる予定の防災訓練の場でも植栽を PRする企画を行う方向で検討する。樹名

板作りは今後検討。 

 

５．当マンション居住者に対する植栽にかかる任意の募金の実施について（提案） 

 植栽改修工事や除草大作戦等を通じ、当マンションの植栽改善が進んでいるが、除草を除去す

ると更地になった場所や、改修の対象外の場所でも土壌の改良や肥料が足りない場所がまだ

まだ多いことが判明したことから、これらの問題に対応したいことから、前回に引き続き提案

する。 

 一方、今回の植栽改修では苗木を植樹し、成長するまで３年かかることから、募金を行ってま

で急いで全体を整備する必要がないという意見が太宗を占めた。 

 今後コンポストの設置、接ぎ木による苗の育成など、できるだけ予算をかけず整備を行ってい

きたい。 

 ９番館北側の駐車場入口あたりの更地は、土壌改良剤 EB-a を撒いた後、アイビーの挿し木で

対応する。 
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６．その他 

 生垣バリカンは管理人事務所で保管しているが、以下の点について注意して使用していただ

きたい。 

➢ 使用することができるのは、植栽委員会メンバー、理事会役員、管理人とする。（生垣バリ

カンが配備されたことを積極的には広報しない。） 

➢ 使用の際には手袋を着用する。 

➢ 機器を扱いは原則 1人で行い、周りに他の人がいないようにする。 

➢ 子供さんを連れての作業は行わない。 

➢ 脚立が必要なところなど、背が高い樹木に対しては行わない。 

➢ 街灯などの近くを刈る際には、接触の恐れがあることから、極力使用しない。 

➢ 使用後は刃をヤニとり・防サビ用プレーで手入れし、カバーをかけて保管する。（水洗い厳

禁） 

以上 

 


